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所
在
地
　
　
　
東
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新
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２
　
調
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期
間
　
　
一
九
九
四
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６
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三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
宿
区
教
育
委
員
会
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新
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法
光
寺
跡
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
初
木
　
宣
Ｔ

成
田
涼
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

法
光
寺
は
、
譜
代
大
名
西
郷
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
赤
坂

一
ツ
木
村
に
寛
永
三

年

（
三
全
一工Ｏ

に
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
四
谷
南
寺
町
を
経
て
、
今
回
の
調

査
地
点
に
あ
た
る
市
ケ
谷
本
村

に
移
転
し
て
き
た
の
は
、
寛
文

九
年

（
三
ハ
六
九
）
の
こ
と
で

あ
る
。

法
光
寺
が
位
置
す
る
の
は
標

高
三
〇

ｍ
程
の
台
地
と
、
現
在

靖
国
通
り
と
な

っ
て
い
る
紅
葉

川
の
流
れ
る
標
高
二
〇

ｍ
程
の

小
谷
を
結
ぶ
斜
面
の
下
端
近
く

で
あ
る
。
こ
の
斜
面
上
の
台
地
に
は
、
松
平
摂
津
守
の
屋
敷
が
広
く
占
地
し
て

い
た
が
、
貞
享
年
中

（
三
ハ
人
四
―
八
七
）
に
摂
津
守
の
屋
敷
地
の

一
部
と
法
光

寺
の
墓
地
の

一
部
を
上
地
し
て
、
甲
州
街
道
か
ら
靖
国
通
り
に
下
る
新
道
が
設

置
さ
れ
た

（現
在
の

「津
守
坂
し
。

調
査
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
津
守
坂
の
路
上
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
マ
ン
ホ
ー
ル

内
で
、
改
修
作
業
中
に
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
立
会
い
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
は
津
守
坂
設
置
時
に
法
光
寺
よ
り
上
地
し
た

部
分
に
あ
た
り
、
発
見
さ
れ
た
埋
葬
施
設
八
基
は
寛
文
九
年
以
後
、
上
地
以
前

に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
埋
葬
施
設
は
円
形
木
棺

（早
桶
）
七
基
と
直

葬
墓

一
基
が
確
認
さ
れ
た
が
、
後
世
の
攪
乱
を
受
け
た
ら
し
く
、
遺
存
状
態
は

亜
い
い
。

円
形
木
桔
の
蓋
に
は

「深
入
ロ
ーー
日
］／
見
十
方
□
」
と
墨
書
の
あ
る
も
の

が

一
点
見
ら
れ
る
。
副
葬
品
で
は
木
製
の
数
珠
玉
、
経
軸
の
端
部
飾
り

一
対
、

寛
永
通
宝

（六
道
銭
）
な
ど
が
出
土
し
た
。
寛
永
通
宝
に
は
古
寛
永
と
新
寛
永

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遺
構
外
で
銭
面
が

「南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目

銭
が
四
点
出
土
し
て
い
る
。
今
回
発
見
さ
れ
た
被
葬
者
は
、
埋
葬
施
設
や
副
葬

品
か
ら
見
て
、
下
級
武
士
か
町
人
と
い
っ
た
階
層
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

卒
塔
婆
は
、
埋
葬
施
設
の
確
認
面
よ
り
下
、
整
地
層
の
層
理
面
で
集
積
し
た

状
態
で
出
土
し
た
。
整
地
層
の
形
成
さ
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
の

と
お
り
法
光
寺
の
移
転
、
上
地
の
年
代
か
ら

一
七
世
紀
の
後
葉
で
あ
る
と
考
え

て
お
き
た
い
。

(東京西北部 )
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1998年 出土の木簡

木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「南
無
妙
法
蓮
華
経
為
過
去
精
霊
孟
蘭
盆
供
養
×

（誤
曽
９
×
∞
ド
∞
×
ｒ
μ
　
ｏ
２

×
過
去
精
霊
孟
蘭
盆
供
養
也
　
　
　
　
（證
こ
益
温
溢
あ

８
騨

「南
無
妙
法
蓮
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経
為
過
去
精
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Ｏ
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６

ｏ
ｒ
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押

ｏ
×

●

ｏ
　

ｏ
驚
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「南
無
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ｏ
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自
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ｏ露

×
法
蓮
華
経
為
過
去
精
霊
孟
蘭
盆
供
養
×（誤
ｗ
ｅ
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ｏ　
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×
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過
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孟
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（渓
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益
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あ
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妙
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過
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ｏ
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ｏ
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ｒ
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ｏ
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⑭
　
　
×
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盆
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ｏ
泉
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ｏａ

法
光
寺
跡
出
土
の
卒
塔
婆
の
個
体
数
は
、
最
も
少
な
く
見
積
も
っ
て
四
三
点

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
状
態
の
良
い
三
〇
点
を
抽
出
し
て
掲
載
し
た
。
形
態
は
い

(3)(2)
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ず
れ
も
薄
い
へ
ぎ
板
状
で
、
頭
部
は
山
形
、
脚
部
は
鋭
角
の
山
形
に
成
形
さ
れ

て
い
る
。
側
面
に
刻
み
は
入
っ
て
い
な
い
。
法
量
は
幅
二
人
―
三
七
ｍｍ
厚
さ

○

・
八
―
二

。
Ｏ
ｍｍ
で
あ
る
。
長
さ
は
、
全
長
の
残
っ
て
い
る
製
品
が
無
い
が
、

推
定
値
で
三
二
―
三
五
伽
と
な
る
。
長
さ

一
尺
、
幅

一
寸
の
製
品
と
い
え
る
。

表
面
窒
室
口
の
あ
る
面
）
の
方
が
概
し
て
平
滑
で
あ
る
が
、
中
に
は
表
面
に
も
加

工
痕
が
筋
状
に
残
る
物
が
あ
り
、
精
緻
な
加
工
と
は
言
い
難
い
。
材
質
は
、
二

〇
点
鑑
定
し
た
結
果
、
全
て
ト
ウ
ヒ
属
で
あ
る
。

釈
文
は
同

一
の
文
言
で
あ
る
が
、
中
に
は
文
字
が
重
複
す
る
も
の
が
数
点
あ

る
。
「霊
」
は
②
⑭
い
⑫
以
外
は
、
異
体
字
の

「戻
」
を
用
い
る
。
字
体
に
は

何
ヵ
所
か
特
徴
的
な
部
分
が
見
ら
れ
、
全
体
の
四
分
の

一
程
度
が
髭
題
目
で
、

他
は
楷
書
あ
る
い
は
行
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
も

「経
」
の
糸
偏
の

崩
し
方
、
「蘭
」
の

「東
」
部
分
に
横
画
が
多
い
も
の
、
「也
」
の
字
形
、
冨
置

が
正
字

・
異
体
字
で
あ
る
も
の
な
ど
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
で
数
人
の
書
き
手
が

い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
報
告
書
で
は
、
四
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
か
ら
、
髭
題
目
を
書
け
る
僧
侶
の
他
に
、
卒
塔
婆
書
き
に
不
慣
れ
な

数
人
が
作
業
に
携
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
卒
塔
婆
は
孟
蘭
盆
会
に
際
し
て
先
祖
供
養
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
通
常
江
戸
の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
る
よ
う
な
頭
部
に
五
輪
の
刻
ま
れ
た
長

足
五
輪
形
で
は
な
く
、
供
養
す
る
人
の
戒
名
、
施
主
の
名
、
年
月
日
も
書
か
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
通
常
の
卒
塔
婆
の
長
さ
が
四
尺
か
ら
人
尺
で
あ
る
の
に
対

し
、
本
資
料
は

一
尺
と
格
段
に
小
さ
い
。
現
在
頭
部
に
五
輪
の
あ
る

一
尺
の
卒

塔
婆
を
用
い
る
供
養
と
し
て
は
、
施
餓
鬼
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
水
塔
婆
、
彼

岸
の
行
事
で
あ
る
経
木
流
し
が
あ
る
。
本
資
料
が
こ
う
し
た
行
事
に
用
い
ら
れ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

ま
た
、
本
来
頭
部
に
付
く
べ
き
五
輪
を
省
略
し
、
戒
名
や
施
主
名
を
入
れ
る

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
部
分
を
排
除
し
た
上
で
、
素
人
の
手
を
借
り
て
大
量
生
産
を

行
な
っ
た
結
果
が
こ
の
卒
塔
婆
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
背
景
に

は

一
七
世
紀
末
の
中
小
寺
院
の
経
営
状
態
、
卒
塔
婆
供
養
の
民
衆
へ
の
広
が
り

な
ど
、
多
く
の
問
題
を
字
ん
で
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

新
宿
区
法
光
寺
跡
調
査
団

『法
光
寺
跡
』
盆

九
九
五
年
）

（成
田
涼
子

〈豊
島
区
教
育
委
員
会
》




